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京の生まながつお
きょう　　なま
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早口ことば早口ことば早口ことば
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一つのメルヘン

　中原中也 

秋の夜は、はるかの彼方に、

小石ばかりの、河原があつて、

それに陽は、さらさらと

さらさらと射してゐるのでありました。

陽といつても、まるで珪石か何かのやうで、

非常な個体の粉末のやうで、

さればこそ、さらさらと

かすかな音を立ててもゐるのでした。

さて小石の上に、今しも一つの蝶がとまり、

淡い、それでゐてくつきりとした

影を落としてゐるのでした。

やがてその蝶がみえなくなると、いつのまにか、

今迄流れてもゐなかつた川床に、水は

さらさらと、さらさらと流れてゐるのでありました……

ひと

なかはらちゅうや

あき　  よ　  かなた

  こ  いし　　　　　　　　　　　    か  わら　　　　　 っ

　 ひ

　さ　　　　　  い

  ひ　  っ　  けい せき　  なに　  よ

  ひ じょう　　   こ  たい　　  ふんまつ　　　 よ

　 おと　　   た　　　　　　　　い

　こ  いし　  うえ　   いま　  ひと　  ちょう

あわ　　　　　　　　　　　　 い　　　　　   っ

かげ　　   お　　　　　　　　 い

　ちょう

いままで なが　　　　　　　  い　　　　　　っ　　　かわどこ　　　　   みず

　なが　   い

今月の詩今月の詩今月の詩
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知らぬが仏 

　知ればこそ腹も立つが、知らなければ仏のように穏や

　かでいられる。または当人だけが

　知らずに平気でいること。

藪をつついて蛇を出す

　よけいなことをして、かえって思わぬ災いを受けるこ

　と。

好きこそ物の上手なれ

　自分の好きなことは、何事も熱心にやるから上達する

　ものである。

過ぎたるは なお およばざるがごとし

　何事もやりすぎることは足りないの

　と同じようにいけない。

捨てる神あれば拾う神あり

　世の中、見捨てる神もいれば、救ってくれる神もいて、

　運命は神まかせである。

  し　　 ほとけ

やぶ　　　　　　　　　　　  へび　　   だ

  す  もの　　じょう ず

  す　

  す        かみ ひろ　　 かみ

 し　　　　　　　　　  はら　　   た　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　  ほとけ　　　　　　　　　おだ

とう にん

 し　　　　　　　  へい  き

おも　　　　 わざわ　　　      う

  じ  ぶん　　   す　　　　　　　　　　　　　　 なに ごと　　 ねっ しん　　　　　　　　　　   じょうたつ

なにごと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た

　　 おな

  よ　　   なか　　   み   す　　　　　 かみ　　　　　　　　　　　 すく　　　　　　　　　　　 かみ

うん めい　　 かみ

ことわざことわざ
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秋の雲　ちぎれちぎれて　なくなりぬ　
　内藤鳴雪

四五人に　月落ちかかる　おどりかな　
　与謝蕪村

上行くと　下来る雲や　秋の空　

　野沢凡兆

あき　　くも

 し   ご  にん　   つき お

うえ  ゆ　  した  く　  くも　  あき　  そら

ないとう めいせつ

よ   さ    ぶ   そん

  の ざわ  ぼんちょう

俳　句俳　句俳　句



１　はしははしでも、鳥が持っているはしはなあに？

２　てらはてらでも、食べられるてらはなあに？

３　くびはくびでも眠くなると出てくるくびはなあに？

４　カメはカメでもなんでもうつしちゃうカメはなあに？

 とり　 　も

 た

 ねむ　  で
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なぞなぞなぞなぞなぞなぞ
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《おはぎ》

あんこと きなこで

けしょうして

2おはぎが およめに

ゆくときは

1

まるいおぼんに3 のせられて4 ついたところが5

おうせつ6 ま7

手でにぎるまねを

する

ひだり手をかがみにして

みぎ手でかおをポンポンとたたく

腕でわをつくる 手のひらを上にして

ひらく ４かい、手をたたく

かた手ずつ、

むねにあてる

て て

て

うで て うえ

て

て

手あそび手あそび



《江戸時代の商業》

地方の大名　江戸や大坂に　せっせと送る　年貢米や国産品

海上交通利用して　東廻りと西廻り　河村瑞賢　整備した

大坂と江戸の間は　菱垣廻船　樽廻船

蔵屋敷に　運ばれたものは　お金にかえよう

蔵物は　蔵元　管理販売し　掛屋が代金保管

札差は　旗本　御家人　もらった禄米を

売却したり　大名貸をおこなって

しこたまもうけた　商人たち

貨幣の交換　両替商は　銀行だ

 え   ど   じ  だい　　しょうぎょう

 ち  ほう　  だいみょう　   え   ど　  おおさか　 　おく　  ねん  ぐ まい　  こくさんひん

かいじょうこうつう  り  よう　   ひがしまわ　  にしまわ　   かわむらずいけん　  せい  び

おおさか　   え   ど　   あいだ　  ひ  がき かいせん　  たるかいせん

くら  や  しき　  はこ　 　かね

くらもの　  くらもと　  かん  り  はんばい　  かけ  や　  だいきん  ほ  かん

ふださし　  はたもと　  ご   け  にん　  ろくまい

ばいきゃく　  だいみょうがし

　  しょうにん

 か  へい　　こうかん　　りょうがえしょう　　　　ぎん こう
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今月のうた今月のうた今月のうた

菱垣廻船 蔵屋敷
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一触即発

　ちょっとしたことで大変になりそうな危険な状況に

　いること。

栄枯盛衰

　栄えたり衰えたりすること。

我田引水

　自分に都合の良いように物事を考えたり行ったり

　すること。

　  たい へん　　　　　　　　　　　　　　 き  けん　　 じょうきょう

  

 さか　　              おとろ

  じ  ぶん　　   つ  ごう　　   よ　　　　　　　　　  もの ごと　　 かんが　　　　　　 おこな

いっしょくそくはつ

えい  こ  せい すい

 が  でん いん すい

四字熟語四字熟語四字熟語
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　「赤ずきんちゃん」は、赤いずきんをかぶった女の子と

オオカミのお話です。

お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　赤ずきんちゃんは、おばあさんに何と何を届けるように言われ

　ましたか。

２　「道草をしないように」とお母さんが言ったのに、赤ずきん

　ちゃんはどうしましたか。

３　赤ずきんちゃんが道草をしている間に、おばあさんはどうなっ

　てしまったでしょうか。

４　赤ずきんちゃんの「なんて大きな耳でしょう。」という質問に

　は、何と答えましたか。

５　赤ずきんちゃんが「なんて大きな口！」というと、何と答えま

　したか。

６　誰が通りかかり、二人を助けましたか。

７　オオカミは、どうなりましたか。

赤ずきんちゃん

　あか　  あか　 　 おんな　   こ

 はなし

はなし　　  き　　　　　 あと　　　　  しつ もん

 あか　  なに　  なに　   とど　  い

 みち くさ　  かあ　  い　 　 あか

　あか　  みち くさ　  あいだ

　あか　  おお　  みみ　 　しつ もん

　　なん　　 こた

　あか　  おお　  くち　 　 なん　  こた

 だれ　  とお　 　ふたり　  たす

あか

おはなしおはなしおはなし
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百人一首百人一首百人一首
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